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財
団
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

多
元
的
共
生
社
会
に
お
け
る
生
涯
学
習
を
考
え
る 

■ 

第
23
回 

レ
ポ
ー
ト

　

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
３
月
に
リ
ア
ル
開
催

さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
も
の
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
延
期
さ
れ
て
い
た
が
、
内
容
を
ア
レ
ン
ジ

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
た
。

　

A
対
話
型
鑑
賞
、
B
ブ
ラ
イ
ン
ド
ス
ケ
ッ
チ
の

２
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
用
意
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
30
名
前
後
が
参
加
し
て
始
ま
っ
た
。

　

A
で
は
現
代
ア
ー
チ
ス
ト
で
あ
る
ゲ
ス
ト
の
北

桂
樹
氏
に
よ
る
作
品
解
説
を
踏
ま
え
、
一
見
分
か

り
づ
ら
い
と
言
わ
れ
る
現
代
ア
ー
ト
を
ど
う
楽
し

み
、
他
者
と
ど
う
対
話
・
議
論
し
て
い
く
か
を
体

験
し
た
。
必
ず
し
も
作
家
の
意
図
に
寄
り
添
う
必

要
は
な
く
、
む
し
ろ
鑑
賞
者
の
解
釈
や
意
見
が
加

わ
っ
て
、
対
話
や
議
論
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
意
味

が
あ
る
の
だ
と
い
う
。

　

B
は
、
自
分
が
見
た
ア
ー
ト
を
他
者
に
ど
う
伝

え
る
か
と
い
う
ト
ラ
イ
。
伝
え
方
を
試
行
錯
誤
す

る
こ
と
で
、
作
品
を
ど
う
鑑
賞
す
る
か
と
い
う
、

多
角
的
に
作
品
を
捉
え
る
機
会
に
も
な
っ
た
。
ア

ー
ト
を
楽
し
む
新
た
な
き
っ
か
け
に
な
る
と
同
時

に
、
ど
う
見
る
か
、
ど
う
伝
え
る
か
、
ど
う
聞
き

出
す
か
と
い
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
訓
練

と
し
て
、
職
場
な
ど
で
も
用
い
る
そ
う
だ
。

　

今
回
は
、
遠
隔
を
感
じ
な
い
活
発
な
対
話
が
さ

れ
た
反
面
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
前
後
の
交
流
な
ど

は
起
こ
り
に
く
く
、
今
後
の
課
題
か
。

ア
ー
ト
を
楽
し
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

体
験
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

■2020年9月5日
オンライン開催
ワークショップキュレーター
A山原すすむ
グローバル＆イノベーション
コンサルタント／早稲田大学

「リーダーシップ＆コーチン
グ」講師／ワークショップデ
ザイナー。企業の新規事業
の創出やグローバル展開の
支援をワークショップなど
を通して行う

B栄前田勝太郎
株式会社ゆめみ／デザイン
ストラテジスト／ワークショ
ップデザイナー／スクラムマ
スター／ 2030SDGs認 定
ファシリテーター／企業の新
規事業開発や業務改善、プ
ロジェクトやチームの改善・
促進などに伴走する

●共催
青山学院大学 社会情報学部
青山学院大学 学習コミュニ
ティデザイン研究所
●協力
青山学院大学 社会情報学部
ワークショップデザイナー育
成プログラム事務局

②対話型鑑賞のウォーミングアップとして行われたのは、
絵画アートを観て200字程度の手紙を書くというワーク。
その作品を知らない人に、手紙を書いて、どんな作品か伝
えるのだ。何がどう描かれているのかうまく伝わるだろう
か？ 自分がどう感じたかも言いたいし。相手に伝えるとい
う視点で言葉にするのは難しそうだが……。

②素材はムンク
の木版画。対話
の 場づくりとし
て、非日常的な
素材である現代
アートは適して
いる。

聞き手が描いた
絵を伝え手に公
開。この伝え手
は波打ち際の形
を街のシルエッ
トと解 釈して伝
えたようだ。

③メインの現代アートを鑑賞しながら3〜4人で対話をす
るワーク。作品は、床に置かれた銅製の立体物が3点。四
角い容器のような工作物にも見えるし、一部は錆びてい
て、漂流物か廃材を拾い集めたようにも見える。実は作
家が展示会場に送りつけたまま無造作に置かれた“作品”。
配送という社会システムを経て完成したアートだった。

答えが一つではない
現代アートを、対話を
しながら、画面上に
FACT(客 観 的 事 実)
とTRUTH(主 観 的
解釈)に分けて記録し
ながら共有していく。

2人ずつブレイクアウトルームに分かれて行うワーク。
①ウォーミングアップとアイスブレイクを兼ね、自分の身
の回りの「気にいっているもの」を言葉で相手に伝えた。

Workshop AWorkshop B

対話型鑑賞ワークショップ
～現代アートの視点の飛躍を知る～ブラインドスケッチワークショップ

②ブラインドスケッチは、伝え手だけにアートを見せて、
伝えては言葉によって聞き手にどんな作品か説明する。聞
き手は適宜質問をしながら、想像で作品を描いていく。

③立場を入れ替えての2作品目は、コツが分かってきたの
か細部まで近い絵が描かれていた。自分の心象を伝えよ
うとする人、色や構図を正確に伝えようとする人、お互い
の関係性をまず作ろうとする人など、さまざまだった。

①ゲストの北桂樹氏が2016年に発表した写真アートを解
説。ランプシェード、妖精、道などに見えると参加者。実
は、東日本大震災にて経験した“電気はなくなる”という
気付きを残したく、街灯を下から撮ったもの。北氏は、作
者の想いとは別に、鑑賞者の解釈や議論が加わって作品
が完成する、長く議論されるのが良い作品と認識している。
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日
本
で
も
太
鼓
の
歴
史
は
古
く
、
縄
文
期
の
遺
跡
か

ら
そ
の
原
型
と
思
わ
れ
る
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。
楽

器
と
し
て
の
太
鼓
は
、
古
墳
時
代
に
大
陸
か
ら
伝
わ
っ

た
と
さ
れ
る
が
、
非
日
常
的
な
大
音
量
は
、
狩
り
や
戦

の
合
図
、
宗
教
行
事
、
祭
礼
な
ど
に
広
く
用
い
ら
れ
た
。

や
が
て
歌
舞
伎
な
ど
芸
能
の
発
達
に
伴
い
、
楽
器
と
し

て
も
一
般
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

和
太
鼓
の
中
で
最
も
目
に
す
る
の
は
、
木
を
く
り
抜

い
た
胴
の
両
側
に
牛
革
を
張
り
、
多
数
の
鋲
で
止
め
た

長な
が
ど
う胴
太
鼓
（
宮
太
鼓
）。
全
国
の
和
太
鼓
保
存
会
や
サ
ー

ク
ル
は
約
１
万
５
０
０
０
も
あ
り
、
広
く
老
若
男
女
に

愛
好
さ
れ
て
い
る
。
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
演
奏
す
る

機
会
も
多
く
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
だ
。

　

能
や
歌
舞
伎
で
活
躍
す
る
の
が
高
音
の
締
太
鼓
。
一

般
的
に
打
楽
器
は
拍
子
を
刻
む
の
が
役
割
だ
が
、
締
太

鼓
は
効
果
音
と
し
て
風
や
雪
の
シ
ー
ン
な
ど
の
表
現
も

す
る
。
能
で
は
３
大
楽
器(

小
鼓
、
大
鼓
、
締
太
鼓)

が

そ
れ
ぞ
れ
の
掛
け
声
を
交
差
し
な
が
ら
、
音
楽
的
な
表

現
を
す
る
独
特
な
世
界
だ
。

　

近
年
、
太
鼓
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
和
楽
器
の
現
代
的
演

奏
で
多
く
使
わ
れ
る
の
が
、
写
真
の
よ
う
な
桶
胴
太
鼓
。

比
較
的
軽
く
、
踊
り
な
が
ら
演
奏
す
る
こ
と
も
多
い
。

　

１
９
７
０
年
代
か
ら
、
佐
渡
の
鬼お

ん
で
こ
ざ

太
鼓
座
や
分
派
し

た
鼓こ

童ど
う

な
ど
が
、
和
太
鼓
を
メ
イ
ン
と
し
た
ス
テ
ー
ジ

を
海
外
で
行
い
、
逆
輸
入
の
形
で
日
本
で
も
見
直
さ
れ
、

人
気
が
高
ま
っ
た
。

十

和太鼓
Wadaiko

音量が大きく

♫音を聴いてみよう！
生涯学習開発財団のWEBサイトで、和太鼓の音色が聴けます。
http://www.gllc.or.jp/
または、左のQRコードからどうぞ。
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奏
者
に
聴
い
た
そ
の
魅
力

井
上
良
平  

Inoue Ryohei

　

私
が
高
校
３
年
の
と
き
、
音
楽
監
督
だ
っ
た
兄
に
誘
わ

れ
雑
用
係
と
し
て
参
加
し
た
の
が
鬼
太
鼓
座
で
す
。
ツ
ア

ー
直
前
に
メ
ン
バ
ー
の
欠
員
が
出
て
、
私
と
公
平
も
１
か

月
の
猛
練
習
を
し
て
ア
メ
リ
カ
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
見
た
の
は
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー

ル
で
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
の
よ
う
に
観
客
を
熱
狂
さ
せ
る

和
太
鼓
の
力
で
し
た
。
音
楽
に
国
境
は
な
い
の
で
す
。

　

一
方
で
、
日
本
人
な
ら
で
は
の
感
じ
方
も
あ
り
ま
す
。

私
の
母
は
ピ
ア
ノ
の
先
生
で
、
家
に
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
し
か

流
れ
て
い
ま
せ
ん
で
い
た
。
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
は
ロ

ッ
ク
ば
か
り
聴
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
初
め
て
和

楽
器
演
奏
に
触
れ
た
と
き
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
ロ
ッ

ク
は
や
め
て
、
雅
楽
を
は
じ
め
日
本
の
音
楽
の
テ
ー
プ
を

ご
っ
そ
り
買
い
込
ん
で
、
ひ
た
す
ら
聴
き
ま
し
た
。

　

和
太
鼓
は
、
田
畑
を
守
る
虫
追
い
太
鼓
、
雨
乞
い
太
鼓
、

秋
の
収
穫
を
祝
う
太
鼓
な
ど
、命
に
直
結
し
た
音
で
し
た
。

歓
喜
に
満
ち
た
リ
ズ
ム
や
、
と
き
に
は
悲
し
み
の
響
き
だ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
戦
の
陣
太
鼓
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。や
が
て
芸
能
や
祭
囃
子
の
楽
器
と
し
て
発
達
し
、

長
い
時
間
を
経
て
現
代
に
伝
わ
り
ま
し
た
。
初
め
て
聞
い

て
も
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
。
そ
れ
が
日
本
人
に
と

っ
て
の
和
楽
器
の
音
色
、
魅
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

● 

和
楽
器
演
奏
で
伝
え
た
い
こ
と

　

Ａ
Ｕ
Ｎ 

Ｊ
で
「
Ｏ
ｎ
ｅ 

Ａ
ｓ
ｉ
ａ
」
と
題
し
た
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

そ
し
て
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
と
、
５
年
間
に
わ
た

っ
た
ア
ジ
ア
ツ
ア
ー
で
、
ア
ジ
ア
各
地
の
30
数
名
の
民
族

楽
器
演
奏
者
と
コ
ラ
ボ
を
し
、「
Ｏ
ｎ
ｅ 

Ａ
ｓ
ｉ
ａ
」
と

い
う
テ
ー
マ
を
１
か
国
ず
つ
丁
寧
に
話
し
を
し
な
が
ら
、

ぼ
く
ら
の
想
い
を
伝
え
ま
し
た
。
音
楽
を
通
し
て
、
各
国

が
良
い
関
係
を
築
き
、
そ
れ
が
音
楽
に
現
れ
る
奇
跡
を
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

音
楽
に
国
境
は
な
い
、
け
れ
ど
そ
の
音
色
に
国
籍
は
あ

る
。
和
楽
器
で
世
界
の
人
を
虜
に
し
な
が
ら
、
日
本
人
が

自
分
の
根
に
思
い
を
馳
せ
る
機
会
も
、提
供
し
続
け
ま
す
。

連
載
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

●AUN 公演情報
和楽器の魅力探訪（シリーズ）
日時：2021年1月8日（金）開場14時30分／開演15時
会場：川口リリア 音楽ホール（川口市川口3-1-1）
チケット：全席指定3,000円（税 込）TEL購入048-254-9900（10:00～19:00）
※コロナウイルスの感染状況により予定が変更になる場合があります。

詳細：http://www.aunj.jp/jpn/l ivedisc/l iveinfo/schedule.html

井上兄弟の双子の兄。鬼太鼓座を経
て、2000年、弟とともにAUNを結成。
2006年、日本文化継承を伝える活動
をニューヨークに広げ、マンハッタン
でのライブ活動や、全米各地のフェス
ティバルへ参加。同年、外務省に招聘
され、南米ガテマラ、コスタリカ、コ
ロンビア・ツアーも展開。2010年か
ら「桜プロジェクト」として全国100
校以上の小学校を訪問し、和楽器の演
奏と桜の植樹を行っている。

●監修者：AUNプロフィール
井上公平・井上良平。1969年大阪にて５人兄弟の末の
双子として生まれる。1988年、和太鼓集団・鬼太鼓座

（おんでござ）に出会い、高校卒業と同時に入座。2000
年に「AUN」として独立。2009年、邦楽界で活躍する
若手を集めて「AUN-J クラシック・オーケストラ」を結
成。公演回数は国内外で1400回以上。子どもたちに日
本文化の魅力を伝えるため、全国の小学校を訪問し、
和楽器演奏と桜を植える活動もしている。

指穴の開閉や、息を吹き込む角度で無限の音色を奏でられる
AUN Jのステージなど現代的演奏では、数種類の太鼓を
組み合わせ、ドラムのように用いることもある。


